
市制施行50周年記念関連事業
　3,566万円

消防本部と消防支署の建設
　３億4,513万円

登別市強靭化計画の策定
　539万円

空家等対策の実施
　574万円

都市計画マスタープランの見
直しと立地適正化計画の策定
　1,534万円地域公共交通のあり方に関する経費

　606万円

小中学校校舎の耐震化・改修�２億8,315万円

市営住宅の建て替え・改修� ２億514万円

●新たな時代に向け、力強く進み続けるまちづくり

　８月１日に市制施行50周年を迎
えることから、市制施行50周年記
念事業市民実行委員会と連携しな
がら、さまざまな分野の記念事業を実施します。

　消防本部・本署と鷲別支署を統合した消防本部新
庁舎の建設に向け、用地買収や実施設計を行います。

　また、登別温泉支署と
登別支署を統合した消防
東支署の外構工事などを
行い、10月の供用開始に
向けた取り組みを行いま
す。

　あらゆる大規模災害などを想定しなが
ら、人命の保護を最大限に図り、被害を
最小限に留めるための取組の方向性や内
容をとりまとめた登別市強靭化計画を策
定します。

　特定空家等の除却や空き家リフォーム
工事に対する補助に加え、新たに空き家
等を除却し、新築する場合に除却工事費
の一部を補助する制度を新設し、空き家
等の解消促進を図ります。

　人口減少や少子高齢化の進展といった
社会情勢などに対応できるまちづくりを
推進するため、都市計画に関する基本的
な方針となる登別市都市計画マスタープ
ランの見直しを進めます。
　また、将来的な人口構成を見据えたコ
ンパクトな
まちづくり
を推進する
ため、登別
市立地適正
化計画の策
定を行いま
す。

　登別市地域公共交通活性化協議
会を通して、地域公共交通に関す
る課題の解決に向けた協議を行い、
将来を見据えた公共交通のあり方
を検討するほか、登別市内の観光
地やJR登別駅を利用する観光客
の移動の円滑化、高齢者をはじめ
とした交通弱者のための公共交通
の方向性について調査を行います。

令和２年度登別市の お金の使い方
　令和２年度は、市制施行50周年をはじめとしたさ　令和２年度は、市制施行50周年をはじめとしたさ
まざまなきっかけを生かし、次代への『いとぐち』まざまなきっかけを生かし、次代への『いとぐち』
となるよう、市民の皆さんのニーズを踏まえ、３つとなるよう、市民の皆さんのニーズを踏まえ、３つ
のキーワードに沿って予算編成を行いました。のキーワードに沿って予算編成を行いました。
　ここでは、主な事業について、キーワード別に紹　ここでは、主な事業について、キーワード別に紹
介します。介します。
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